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註（
1
）
梅
津
次
郎
「
光
明
真
言
功
徳
絵
詞
」『
美
術
研
究
』
一
一
二
、一
九
四
一
年
四
月
（
同
『
絵
巻
物

叢
誌
』
法
蔵
館
、
一
九
七
二
年
に
再
録
）

（
２
）
真
保
亨
「
光
明
真
言
功
徳
絵
巻
」『
角
川
絵
巻
物
総
覧
』
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年

（
３
）①「「
も
の
」と
イ
メ
ー
ジ
を
介
し
た
文
化
伝
播
に
関
す
る
研
究
│
日
本
中
世
の
文
学
・
絵
巻
か
ら
」

（
基
盤
研
究
Ｂ
、
平
成
十
九
〜
二
十
年
度
）、
②
「
絵
巻
に
描
か
れ
た
「
場
」
と
「
も
の
」
に
み
る

中
世
日
本
の
重
層
的
世
界
観
に
関
す
る
研
究
」（
基
盤
研
究
Ｂ
、
平
成
二
二
〜
二
四
年
度
）、
③
「
絵

巻
に
み
る
様
式
の
「
継
承
」
と
「
伝
統
」
の
創
出
に
関
す
る
研
究
」（
若
手
研
究
Ｂ
、
平
成
二
二
〜

二
四
年
度
）。
本
稿
は
、
①
の
研
究
報
告
書
の
解
説
「「
光
明
真
言
功
徳
絵
巻
」
を
よ
む
│
男
女
の

表
象
と
「
場
」
の
設
定
に
注
目
し
て
│
」
を
改
訂
し
、
新
た
に
論
文
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
詞
書
筆
者
が
二
条
為
重
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
下
巻
巻
末
奥
書
の
古
筆
了
意
の
極
に
よ
る
。

絵
の
筆
者
を
豊
後
法
橋
と
す
る
の
は
、
絵
巻
と
と
も
に
伝
わ
っ
た
折
紙
の
住
吉
廣
行
の
極
と
願
海

筆
の
奥
書
に
よ
る
。
註
（
１
）
論
文
参
照
。

（
５
）
同
註
（
１
）

（
６
）
同
註
（
1
）、
註
（
2
）

（
７
）
本
稿
に
お
い
て
全
巻
の
図
を
載
せ
る
こ
と
は
紙
面
の
都
合
上
で
き
な
い
た
め
、
全
図
に
関
し
て

は
註
（
１
）
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
中
島
博
「
美
術
の
中
の
、山
水
に
心
を
澄
ま
す
人
々
」『
聖
と
隠
者
　
山
水
に
心
を
澄
ま
す
人
々
』

奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九
九
九
年

（
9
）
拙
稿
「
日
本
中
世
絵
画
に
お
け
る
聖
地
図
像
の
研
究
」『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
一
八
、二
〇
〇
一

年
十
一
月

（
10
）
拙
稿
「
絵
巻
に
み
る
寝
殿
造
」
倉
田
実
編
『
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学 

王
朝
文
学
と
建
築
・
庭

園
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
七
年
五
月

（
11
）
同
註
（
4
）

（
12
）
画
面
で
は
醜
女
が
老
女
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
富
貴
を
表
す
モ
チ
ー
フ
も
見
ら
れ
な
い
。

（
13
）
往
生
雲
に
乗
り
昇
天
す
る
様
子
は
、「
餓
鬼
草
紙
」（
平
安
時
代
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
第
五

段
に
、
餓
鬼
達
が
念
仏
の
利
益
に
よ
り
天
人
と
な
っ
て
雲
に
乗
り
天
上
へ
と
往
生
す
る
場
面
に
も

見
ら
れ
る
。

（
14
）
救
済
者
を
僧
侶
と
し
て
描
か
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
畜
生
道
か
ら
の
救
済
と
い
う
テ
ー
マ

が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）
直
垂
に
萎
烏
帽
子
を
着
け
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
身
分
の
高
い
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）
中
巻
第
四
段
に
表
さ
れ
た
僧
侶
は
、靴
を
脱
ぎ
、曲
彔
に
座
す
と
い
う
典
型
的
な
高
僧
像
の
「
型
」

を
用
い
、
高
僧
と
し
て
描
い
て
い
る
。

（
17
）
同
註
（
1
）

（
18
）
同
註
（
9
）

（
19
）
そ
の
他
の
場
面
の
瑞
雲
は
、
す
べ
て
黄
味
が
か
っ
た
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）
悪
鬼
の
退
散
に
よ
っ
て
病
の
治
癒
を
表
す
図
像
は
、「
善
光
寺
如
来
絵
伝
」な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。 

（
21
）
加
須
屋
誠
『
仏
教
説
話
画
の
構
造
と
機
能
│
彼
岸
と
此
岸
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
三
年

（
22
）
山
本
聡
美
・
西
山
美
香
編
『
九
相
図
史
料
集
成
│
死
体
の
美
学
と
文
学
』
岩
田
書
院
、 

二
〇
〇
九
年

（
23
）
続
く
上
巻
第
八
段
は
、
光
明
真
言
を
唱
え
る
と
天
上
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
と
い
う
利
益
を
表
す

画
面
で
あ
る
が
、
男
性
像
と
男
性
が
変
化
し
た
天
人
は
同
じ
左
方
向
を
向
い
て
い
る
。

（
24
）
上
巻
第
九
段
（
図
9
）
の
若
い
女
性
も
同
様
の
明
る
い
色
の
着
物
を
纏
っ
て
お
り
、
若
さ
を
表

す
際
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
25
）
中
巻
第
六
段
前
半
部
の
男
性
像
も
背
景
が
な
い
。
た
だ
し
真
言
を
表
す
五
色
の
光
は
描
か
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
面
と
は
異
っ
て
い
る
。

（
26
）
上
巻
第
三
段
（
図
4
）
で
は
、
住
居
の
内
部
で
子
供
の
虱
取
り
を
し
て
い
る
女
性
、
糸
を
紡
ぐ

手
仕
事
を
す
る
女
性
（
侍
女
か
）、
食
事
を
す
る
女
性
、
給
仕
す
る
女
性
が
描
か
れ
る
。
続
く
第
四

段
（
図
5
）
で
は
、
着
物
を
手
に
座
す
貴
族
女
性
、
酌
を
す
る
女
性
、
貴
族
の
童
女
が
描
か
れ
る
。

中
巻
第
五
段
に
は
、
宴
会
に
同
席
す
る
身
分
の
高
い
女
性
の
ほ
か
、
遊
女
と
思
わ
れ
る
女
性
、
酌

を
す
る
女
性
、
主
人
を
亡
く
し
て
泣
く
尼
や
女
性
、
第
六
段
に
は
病
気
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。

（15）

は
じ
め
に
　
―
鬼
話
の
六
種
類
の
話
型
―

本
稿
は
、
唐
代
ま
で
の
中
国
鬼
話
の
集
大
成
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話

四
十
巻
の
う
ち
、「
巻
三
二
六　

鬼
十
一
」
か
ら
「
巻
三
三
〇　

鬼
十
五
」
ま
で
の
鬼

話
の
特
徴
を
分
析
し
つ
つ
、
南
北
朝
か
ら
初
唐
・
盛
唐
時
期
の
鬼
話
の
特
徴
を
解
き

明
か
す
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
論
者
の
既
発
表
論
文
「『
太
平
広
記
』
鬼
部

説
話
の
構
成
―
鬼
一
〜
鬼
十
―）

1
（

」（
以
下
「
前
稿
」
と
呼
称
）
の
続
編
で
あ
る
。

『
太
平
広
記
』
は
、
宋
ま
で
に
成
立
し
た
説
話
か
ら
七
〇
〇
〇
余
話
を
類
聚
し
た
、

中
国
説
話
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
全
五
〇
〇
巻
の
説
話
集
で
あ
る
。
巻
毎
に
所
収

説
話
の
分
類
項
目
が
見
出
し
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
全
体
で
は
九
十
二
項
が
立
項
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
鬼
」
は
巻
三
一
六
か
ら
巻
三
五
五
ま
で
四
十
巻
に
及
び
、

巻
一
か
ら
巻
五
五
ま
で
五
十
五
巻
の
「
神
仙
」
に
次
ぐ
大
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

前
稿
で
は
、「
巻
三
一
六　

鬼
一
」
か
ら
「
巻
三
二
五　

鬼
十
」
の
説
話
を
分
析
し
、

鬼
話
の
代
表
的
な
話
型
パ
タ
ー
ン
を
６
種
類
に
大
別
し
た
。以
下
に
そ
れ
を
掲
げ
る
。

①
冥
婚
譚　

男
が
女
の
鬼
と
結
婚
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、
女
と
男
の
鬼
の
例
は
少

『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成 

│
鬼
十
一
〜
鬼
十
五
│

T
he ghost stories of “Taiping G

uangji” vol.11

〜vol.15

三　

田　

明　

弘

M
IT

TA
 A

kihiro

な
い
。
跡
継
ぎ
の
子
を
産
む
場
合
も
有
る
が
、
夫
婦
は
長
く
共
に
暮
ら
す
こ
と
は
な

い
。

②
塚
墓
宿
泊
譚　

一
夜
の
宿
を
借
り
た
家
が
、翌
日
見
る
と
墓
で
あ
っ
た
と
い
う
話
。

冥
婚
譚
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
話
型
で
あ
る
。

③
変
鬼
帰
還
譚）

2
（

　

鬼
と
な
っ
た
家
族
や
友
人
が
帰
っ
て
く
る
話
。
死
後
の
自
分
の
身

分
・
境
遇
、
鬼
ゆ
え
に
知
り
得
る
現
世
の
人
々
の
未
来
、
冥
界
の
秘
密
な
ど
を
鬼
が

語
る
。仏
教
の
影
響
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
追
福
を
求
め
る
パ
タ
ー
ン
も
増
え
て
く
る
。

再
婚
し
た
配
偶
者
へ
の
憎
悪
か
ら
鬼
が
出
現
し
、
か
つ
て
の
妻
や
夫
に
危
害
を
加
え

る
例
も
多
い
。　

④
冥
界
召
喚
譚　

冥
界
の
吏
で
あ
る
鬼
が
人
を
冥
途
に
召
喚
す
る
。
命
に
従
い
冥
途

に
赴
く
話
も
あ
る
が
、
賄
賂
や
身
代
わ
り
な
ど
の
手
段
で
死
を
免
れ
よ
う
と
す
る
話

が
多
い
。

⑤
鬼
神
遭
遇
譚　

外
や
自
宅
（
厠
の
例
も
多
い
）
な
ど
で
鬼
に
遭
遇
す
る
と
い
う
話

型
。
逃
げ
た
り
争
っ
た
り
す
る
展
開
の
場
合
は
、そ
の
場
で
取
り
殺
さ
れ
な
く
て
も
、

間
も
な
く
絶
命
す
る
話
が
多
い
。
鬼
神
に
改
葬
や
廟
の
修
復
を
依
頼
さ
れ
る
と
い
う
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パ
タ
ー
ン
も
少
な
く
な
い
。

⑥
凶
宅
鬧
鬼
譚　

家
に
鬼
が
居
着
い
て
、
家
人
を
悩
ま
せ
る
と
い
う
話
型
で
あ
り
、

初
期
の
鬼
話
に
も
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
家
の
元
の
持
ち
主

で
あ
っ
た
り
、
外
か
ら
来
た
り
鬼
の
出
自
も
様
々
で
あ
る
が
、
振
る
舞
い
も
騒
霊
現

象
程
度
か
ら
家
人
の
命
を
奪
う
話
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
食
を
盗
む
、
食
を
求
め
る

と
い
う
要
素
が
多
く
の
に
見
ら
れ
る
。
例
は
多
く
な
い
が
、
家
の
人
を
助
け
る
鬼
の

話
も
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
巻
三
二
六　

鬼
十
一
」
か
ら
「
巻
三
三
〇　

鬼
十
五
」
ま
で
の
全
鬼

話
の
タ
イ
ト
ル
と
概
略
を
掲
げ）

3
（

、
そ
れ
ら
を
右
に
掲
げ
た
話
型
一
覧
に
基
づ
き
、
話

型
毎
に
分
類
し
た
上
で
分
析
を
行
う
。

一
　
冥
婚
譚
の
新
展
開
―
巻
三
二
六
　
鬼
十
一
―
（
南
北
朝
）

巻
三
二
六　

鬼
十
一

袁
炳　

宋
の
袁
炳
の
鬼
が
積
年
の
友
人
司
馬
遜
の
前
に
現
れ
、
死
後
の
世
界
の
一
端

を
語
っ
た
。

費
慶
伯　

宋
の
費
慶
伯
は
冥
吏
に
酒
食
を
与
え
て
死
を
免
れ
た
が
、
妖
魅
に
騙
さ
れ

た
の
か
と
疑
っ
た
妻
に
、
冥
吏
と
の
約
束
を
破
り
事
情
を
話
し
た
た
め
に
死
ん
だ
。

劉
朗
之　

羅
含
の
故
宅
を
梁
の
安
成
王
か
ら
借
り
て
住
ん
だ
録
事
の
劉
朗
之
は
、
衣

冠
を
着
し
た
人
物
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
の
後
、
劉
朗
之
は
罪
に
よ
り
免
官

と
な
り
、
時
人
は
羅
含
の
た
た
り
で
あ
る
と
噂
し
た
。

長
孫
紹
祖　

長
孫
紹
祖
は
旅
の
途
次
に
宿
を
借
り
た
家
で
箜
篌
を
弾
く
娘
と
一
夜
の

契
り
を
結
ん
だ
が
、
翌
朝
に
な
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
は
小
さ
な
塚
で
あ
っ
た
。

劉
導　

梁
の
天
監
十
一
年
、
劉
導
と
李
士
炯
は
宴
会
を
し
て
い
て
西
施
と
夷
光
の
鬼

と
会
い
、
一
夜
の
ち
ぎ
り
を
結
ん
だ
。

劉
氏　

梁
の
武
帝
の
末
年
、
屋
敷
の
屋
根
に
獅
子
の
顔
に
人
の
手
足
を
持
つ
怪
物
を

見
た
劉
某
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
死
ん
だ
。

崔
羅
什　

崔
羅
什
は
詩
才
を
愛
さ
れ
魏
の
呉
質
の
娘
の
鬼
に
招
か
れ
て
漢
魏
の
世
の

時
事
に
つ
い
て
聞
い
た
後
、
十
年
後
に
死
ぬ
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
そ
の
通
り
に
な
っ

た
。

沈
警　

吟
詠
を
善
く
し
た
風
流
人
の
沈
警
は
旅
の
途
次
、張
女
郎
廟
に
祝
詞
を
奉
り
、

張
女
郎
の
二
人
の
妹
に
招
か
れ
て
遊
び
、
下
の
妹
の
小
女
郎
と
一
夜
を
共
に
し
た
。

そ
の
後
、
張
女
郎
廟
に
お
い
て
小
女
郎
か
ら
の
手
紙
を
得
た
。

冥
婚
譚

「
長
孫
紹
祖
」
は
典
型
的
な
冥
婚
譚
で
あ
る
が
、
話
中
に
詩
が
見
ら
れ
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。「
劉
導
」
は
伝
説
の
美
女
で
あ
る
西
施
・
夷
光
と
の
一
夜
の
話
で
あ
り
、

「
崔
羅
什
」
は
建
安
七
子
の
一
人
で
あ
る
呉
質
の
娘
の
鬼
と
古
の
世
に
つ
い
て
語
ら

う
。
従
来
の
冥
婚
譚
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
嗣
を
得
る
、
出
世
の
き
っ
か
け
を
得

る
と
い
う
点
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
冥
婚
譚
は
儒
教
的
な
文
脈
で
理
解

す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
巻
に
見
ら
れ
る
冥
婚
譚
が
強
調
す
る
の
は
、
夢
の

よ
う
な
美
女
と
の
風
雅
な
一
夜
に
尽
き
る
。
才
子
佳
人
の
う
た
か
た
の
風
流
な
恋
と

い
う
文
芸
的
関
心
に
冥
婚
譚
の
重
心
が
移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
説
話
群
で
あ

り
、「
沈
警
」
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
文
学
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た

『
遊
仙
窟
』
の
成
立
の
前
史
と
し
て
注
目
す
べ
き
巻
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

変
鬼
帰
還
譚

「
袁
炳
」
は
鬼
と
な
っ
た
袁
炳
が
積
年
の
友
人
で
あ
る
司
馬
遜
の
前
に
現
れ
る
典

型
的
な
「
変
鬼
帰
還
譚
」
で
あ
る
。
殺
生
の
罪
の
重
さ
の
強
調
な
ど
、
仏
教
思
想
の
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パ
タ
ー
ン
も
少
な
く
な
い
。

⑥
凶
宅
鬧
鬼
譚　

家
に
鬼
が
居
着
い
て
、
家
人
を
悩
ま
せ
る
と
い
う
話
型
で
あ
り
、

初
期
の
鬼
話
に
も
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
家
の
元
の
持
ち
主

で
あ
っ
た
り
、
外
か
ら
来
た
り
鬼
の
出
自
も
様
々
で
あ
る
が
、
振
る
舞
い
も
騒
霊
現

象
程
度
か
ら
家
人
の
命
を
奪
う
話
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
食
を
盗
む
、
食
を
求
め
る

と
い
う
要
素
が
多
く
の
に
見
ら
れ
る
。
例
は
多
く
な
い
が
、
家
の
人
を
助
け
る
鬼
の

話
も
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
巻
三
二
六　

鬼
十
一
」
か
ら
「
巻
三
三
〇　

鬼
十
五
」
ま
で
の
全
鬼

話
の
タ
イ
ト
ル
と
概
略
を
掲
げ）

3
（

、
そ
れ
ら
を
右
に
掲
げ
た
話
型
一
覧
に
基
づ
き
、
話

型
毎
に
分
類
し
た
上
で
分
析
を
行
う
。

一
　
冥
婚
譚
の
新
展
開
―
巻
三
二
六
　
鬼
十
一
―
（
南
北
朝
）

巻
三
二
六　

鬼
十
一

袁
炳　

宋
の
袁
炳
の
鬼
が
積
年
の
友
人
司
馬
遜
の
前
に
現
れ
、
死
後
の
世
界
の
一
端

を
語
っ
た
。

費
慶
伯　

宋
の
費
慶
伯
は
冥
吏
に
酒
食
を
与
え
て
死
を
免
れ
た
が
、
妖
魅
に
騙
さ
れ

た
の
か
と
疑
っ
た
妻
に
、
冥
吏
と
の
約
束
を
破
り
事
情
を
話
し
た
た
め
に
死
ん
だ
。

劉
朗
之　

羅
含
の
故
宅
を
梁
の
安
成
王
か
ら
借
り
て
住
ん
だ
録
事
の
劉
朗
之
は
、
衣

冠
を
着
し
た
人
物
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
の
後
、
劉
朗
之
は
罪
に
よ
り
免
官

と
な
り
、
時
人
は
羅
含
の
た
た
り
で
あ
る
と
噂
し
た
。

長
孫
紹
祖　

長
孫
紹
祖
は
旅
の
途
次
に
宿
を
借
り
た
家
で
箜
篌
を
弾
く
娘
と
一
夜
の

契
り
を
結
ん
だ
が
、
翌
朝
に
な
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
は
小
さ
な
塚
で
あ
っ
た
。

劉
導　

梁
の
天
監
十
一
年
、
劉
導
と
李
士
炯
は
宴
会
を
し
て
い
て
西
施
と
夷
光
の
鬼

と
会
い
、
一
夜
の
ち
ぎ
り
を
結
ん
だ
。

劉
氏　

梁
の
武
帝
の
末
年
、
屋
敷
の
屋
根
に
獅
子
の
顔
に
人
の
手
足
を
持
つ
怪
物
を

見
た
劉
某
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
死
ん
だ
。

崔
羅
什　

崔
羅
什
は
詩
才
を
愛
さ
れ
魏
の
呉
質
の
娘
の
鬼
に
招
か
れ
て
漢
魏
の
世
の

時
事
に
つ
い
て
聞
い
た
後
、
十
年
後
に
死
ぬ
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
そ
の
通
り
に
な
っ

た
。

沈
警　

吟
詠
を
善
く
し
た
風
流
人
の
沈
警
は
旅
の
途
次
、張
女
郎
廟
に
祝
詞
を
奉
り
、

張
女
郎
の
二
人
の
妹
に
招
か
れ
て
遊
び
、
下
の
妹
の
小
女
郎
と
一
夜
を
共
に
し
た
。

そ
の
後
、
張
女
郎
廟
に
お
い
て
小
女
郎
か
ら
の
手
紙
を
得
た
。

冥
婚
譚

「
長
孫
紹
祖
」
は
典
型
的
な
冥
婚
譚
で
あ
る
が
、
話
中
に
詩
が
見
ら
れ
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。「
劉
導
」
は
伝
説
の
美
女
で
あ
る
西
施
・
夷
光
と
の
一
夜
の
話
で
あ
り
、

「
崔
羅
什
」
は
建
安
七
子
の
一
人
で
あ
る
呉
質
の
娘
の
鬼
と
古
の
世
に
つ
い
て
語
ら

う
。
従
来
の
冥
婚
譚
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
嗣
を
得
る
、
出
世
の
き
っ
か
け
を
得

る
と
い
う
点
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
冥
婚
譚
は
儒
教
的
な
文
脈
で
理
解

す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
巻
に
見
ら
れ
る
冥
婚
譚
が
強
調
す
る
の
は
、
夢
の

よ
う
な
美
女
と
の
風
雅
な
一
夜
に
尽
き
る
。
才
子
佳
人
の
う
た
か
た
の
風
流
な
恋
と

い
う
文
芸
的
関
心
に
冥
婚
譚
の
重
心
が
移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
説
話
群
で
あ

り
、「
沈
警
」
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
文
学
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た

『
遊
仙
窟
』
の
成
立
の
前
史
と
し
て
注
目
す
べ
き
巻
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

変
鬼
帰
還
譚

「
袁
炳
」
は
鬼
と
な
っ
た
袁
炳
が
積
年
の
友
人
で
あ
る
司
馬
遜
の
前
に
現
れ
る
典

型
的
な
「
変
鬼
帰
還
譚
」
で
あ
る
。
殺
生
の
罪
の
重
さ
の
強
調
な
ど
、
仏
教
思
想
の
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影
響
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
が
看
取
さ
れ
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
費
慶
伯
」
は
、
酒
食
の
饗
応
に
よ
り
冥
吏
に
見
逃
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
、

そ
の
事
を
人
に
語
っ
た
為
に
結
局
は
冥
途
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。
冥
吏
ら
が
鞭
で
打

た
れ
て
血
を
流
し
て
い
る
の
は
、
費
慶
伯
が
語
っ
た
為
に
事
実
が
天
の
知
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
劉
氏
」
に
お
け
る
獅
子
の
顔
に
人
の
手
足
を
持
つ
怪
物
の
出
現
は
、「
梁
の
武
帝

の
末
年
」
と
い
う
時
代
設
定
か
ら
、
単
な
る
個
人
的
な
凶
兆
で
あ
る
の
み
ら
ず
、
王

朝
を
崩
壊
に
導
く
混
乱
期
の
開
始
を
告
げ
る
も
の
と
も
解
釈
で
き
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
劉
朗
之
」
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
そ
の
家
の
元
の
持
ち
主
の
霊
が
、
そ
の
家
に

住
も
う
と
す
る
者
に
災
い
を
為
す
凶
宅
鬧
鬼
譚
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
突
然
鬼
神
に

遭
遇
す
る
鬼
神
遭
遇
譚
で
も
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
以
降
、
本
話
の
よ
う
に
、

屋
敷
の
元
の
持
ち
主
や
、
そ
の
場
に
埋
ま
っ
て
い
る
遺
体
の
鬼
が
出
現
し
、
祟
っ
た

り
改
葬
を
求
め
た
り
す
る
話
が
増
加
し
て
ゆ
く
。

二
　
神
仙
化
す
る
鬼
―
巻
三
二
七
　
鬼
十
二
―
（
南
北
朝
・
隋
）

巻
三
二
七　

鬼
十
二

崔
子
武　

斉
の
崔
子
武
は
夜
毎
に
夢
に
龍
王
の
娘
と
契
り
、病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、

医
者
に
逢
い
引
き
を
禁
じ
ら
れ
て
関
係
を
絶
っ
た
。

馬
道
猷　

南
斉
の
尚
書
令
史
馬
道
猷
は
省
中
に
現
れ
た
鬼
達
が
耳
に
入
り
、
魂
を
押

し
出
さ
れ
、
人
々
に
魂
の
形
は
蝦
蟇
に
似
て
い
る
と
語
り
、
翌
日
に
死
ん
だ
。

顧
総　

梁
の
世
、
武
昌
の
小
吏
顧
総
は
愚
か
で
県
令
に
こ
き
使
わ
れ
て
い
た
が
、
建

安
七
子
の
王
粲
の
鬼
に
、
自
分
の
前
世
が
同
じ
く
建
安
七
子
の
一
人
で
あ
る
劉
楨
で

あ
り
、
鄴
に
あ
る
死
者
の
国
坤
明
で
賄
賂
を
取
っ
た
罪
で
謫
さ
れ
て
、
現
世
の
小
吏

と
な
っ
た
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
県
令
に
述
べ
、
顧
総
は
礼
遇
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
後
に
失
踪
し
た
。

邢
鸞　

北
魏
の
世
、
吏
部
尚
書
邢
鸞
の
家
は
、
か
つ
て
の
董
卓
の
邸
宅
の
一
部
で
、

邢
鸞
は
地
面
を
掘
っ
て
董
卓
の
銘
の
入
っ
た
丹
砂
や
銭
を
得
た
が
、
鬼
と
な
っ
た
董

卓
の
返
還
要
求
を
拒
み
、
翌
年
に
死
ん
だ
。

蕭
摩
侯　

蕭
摩
侯
の
家
で
、
干
し
た
ま
ま
の
洗
濯
物
が
夜
に
な
っ
て
人
の
よ
う
に
動

い
た
り
、
戎
服
の
騎
馬
武
者
集
団
に
襲
撃
さ
れ
る
な
ど
の
怪
事
が
起
き
た
。
羊
の
角

を
焼
く
と
、
鬼
は
そ
の
臭
い
を
嫌
っ
て
帰
っ
て
ゆ
き
、
怪
事
が
絶
え
た
。

道
人
法
力　

広
州
顕
明
寺
の
道
人
法
力
は
力
持
ち
で
、
朝
、
厠
で
遭
遇
し
た
崑
崙
奴

の
如
き
鬼
を
捉
え
て
堂
の
柱
に
縛
り
付
け
て
見
張
っ
て
い
た
が
、
暗
く
な
る
と
鬼
は

消
え
て
し
ま
っ
た
。

蕭
思
遇　

陳
の
世
、
梁
の
武
帝
の
従
姪
孫
で
あ
る
蕭
思
遇
は
、
父
が
侯
景
に
よ
っ
て

殺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
仕
官
を
嫌
い
、
虎
丘
に
閑
居
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
雨
の
日
に

西
施
の
鬼
が
来
訪
し
、
一
夜
を
共
に
し
た
。

任
胄　

東
魏
の
丞
相
で
あ
っ
た
任
胄
は
高
歓
の
謀
殺
に
失
敗
し
て
誅
さ
れ
た
。
家
人

が
そ
の
事
を
知
る
前
に
、
家
に
突
然
、
任
胄
の
首
が
蒸
籠
の
上
に
載
っ
た
状
態
で
現

れ
て
消
え
る
怪
が
起
き
た
。
そ
し
て
す
ぐ
に
誅
殺
の
知
ら
せ
が
来
た
。

董
寿
之　

北
斉
の
董
寿
之
が
誅
さ
れ
、
家
人
が
そ
の
事
を
知
る
前
に
、
夜
、
妻
の
傍

ら
に
董
寿
之
が
現
れ
、
黙
っ
て
た
め
息
を
つ
い
て
出
て
行
っ
た
。
怪
し
ん
だ
妻
が
外

に
出
て
み
る
と
、
血
痕
が
あ
り
、
変
事
の
あ
っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
。
果
た
し
て
、
朝

に
な
っ
て
そ
の
死
が
伝
え
ら
れ
た
。

樊
孝
謙　

若
く
し
て
才
名
の
あ
っ
た
樊
孝
謙
は
、
家
の
前
を
貴
人
の
葬
列
が
通
る
の

を
見
て
、
方
相
の
姿
を
し
た
人
に
会
釈
し
た
。
ち
ょ
う
ど
一
年
後
、
そ
の
方
相
が
樊
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の
家
を
訪
れ
、
驚
い
た
樊
孝
謙
は
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

李
文
府　

隋
の
文
帝
の
開
皇
の
初
め
、
李
文
府
の
宅
で
、
目
に
見
え
な
い
も
の
が
水

を
啜
っ
た
り
、
文
府
の
膝
を
ひ
っ
か
い
た
り
す
る
怪
が
有
り
、
刀
で
あ
た
り
を
払
う

と
い
な
く
な
っ
た
。
後
、
開
皇
八
年
に
既
に
死
ん
だ
孔
瓉
が
李
文
府
を
訪
問
し
、
泰

山
府
君
の
役
人
に
推
挙
し
た
旨
を
語
っ
た
が
、
文
府
が
免
れ
ん
こ
と
を
乞
う
と
、
方

便
を
効
か
せ
る
か
ら
人
に
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
言
っ
た
。
開
皇
十
年
に
な
っ
て
、
李
文
府

は
こ
の
事
を
自
ら
話
し
た
後
、
す
ぐ
に
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
て
死
ん
だ
。

史
万
歳　

史
万
歳
は
、
住
ん
だ
人
を
取
り
殺
す
と
い
う
長
安
の
屋
敷
を
、
そ
の
話
を

信
じ
ず
に
自
宅
と
し
た
。
す
る
と
、
夜
に
樊
噲
の
幽
霊
が
現
れ
、
そ
の
墓
所
が
屋
敷

の
厠
の
近
く
に
あ
る
の
で
別
の
場
所
に
改
葬
す
る
よ
う
に
頼
み
、
万
歳
が
言
う
通
り

に
し
た
と
こ
ろ
、
樊
噲
は
冥
助
を
約
束
し
た
。
後
に
万
歳
は
隋
の
北
領
軍
大
将
軍
と

な
り
、
賊
と
の
戦
い
に
は
い
つ
も
鬼
兵
の
助
け
が
あ
り
、
戦
い
は
常
に
大
勝
し
た
。

房
玄
齢　

房
玄
齢
と
杜
如
晦
が
、
出
世
前
、
旅
の
宿
で
深
夜
に
食
事
を
し
た
時
に
、

燈
の
下
か
ら
黒
い
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
手
が
伸
び
て
き
て
肉
と
酒
を
求
め
る
よ
う
な
仕

草
を
す
る
の
で
、
ふ
る
ま
っ
て
や
る
と
、
そ
の
手
は
消
え
た
。
深
夜
に
な
っ
て
、
別

の
鬼
が
供
え
物
の
多
い
祭
り
に
燈
下
の
鬼
を
誘
い
に
来
た
が
、
燈
下
の
鬼
は
「
界
吏

と
し
て
二
相
の
下
に
遣
わ
さ
れ
て
、酒
や
肉
も
賜
っ
た
の
で
行
く
こ
と
は
出
来
な
い
」

と
答
え
た
。

魏
徴　

魏
徴
は
若
い
時
、
道
学
を
好
ん
だ
が
、
鬼
神
は
信
じ
な
か
っ
た
。
恒
山
で
風

雪
に
遭
い
、
誘
わ
れ
て
道
士
の
家
に
泊
ま
り
、
鬼
神
に
つ
い
て
議
論
し
た
が
、
道
士

の
説
を
論
破
で
き
ず
、
鬼
神
を
軽
ん
ず
る
こ
と
を
た
し
な
め
ら
れ
た
。
翌
日
、
恒
山

の
隠
士
へ
の
書
簡
を
託
さ
れ
た
魏
徴
が
顧
み
る
と
、
道
士
の
家
は
大
き
な
塚
で
あ
っ

た
。
書
簡
は
地
に
投
ず
る
と
鼠
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
魏
徴
は
鬼
神
を
信
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

唐
儉　

唐
儉
が
旅
の
途
中
で
泊
め
て
も
ら
っ
た
家
の
人
妻
は
、
明
日
帰
っ
て
く
る
夫

を
迎
え
る
準
備
で
忙
し
く
し
て
い
た
。唐
儉
は
こ
の
女
に
言
い
寄
っ
た
が
拒
ま
れ
た
。

翌
日
、唐
儉
は
女
の
夫
の
葬
儀
に
出
く
わ
し
た
。
実
は
女
は
五
年
前
に
死
ん
で
お
り
、

唐
儉
が
泊
ま
っ
た
の
は
女
の
墓
で
あ
っ
た
。
唐
儉
は
、
別
の
場
所
で
は
、
役
人
の
寵

愛
を
受
け
て
い
た
妾
が
、
死
ん
で
鬼
と
な
っ
た
後
、
他
の
男
の
鬼
と
私
通
し
て
い
た

こ
と
が
、
棺
を
開
け
て
発
覚
し
た
の
を
見
た
。
そ
し
て
、
男
と
は
浮
気
な
妾
に
は
溺

れ
、
誠
実
な
妻
に
は
冷
淡
な
も
の
だ
、
と
の
感
慨
を
得
た
。

冥
婚
譚
　

「
崔
子
武
」
は
、
冥
婚
が
夢
の
中
で
行
わ
れ
る
点
と
、
鬼
と
交
わ
る
こ
と
が
人
間

の
健
康
を
損
な
う
と
い
う
観
念
の
見
ら
れ
る
説
話
の
初
期
の
も
の
で
あ
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。

「
蕭
思
遇
」
は
、
前
巻
の
「
劉
導
」
と
同
じ
く
、
西
施
と
契
る
話
で
あ
る
。

「
唐
儉
」
は
、
鬼
と
な
っ
た
女
の
貞
節
と
不
貞
を
対
比
的
に
描
く
説
話
で
、
儒
教

的
文
脈
に
お
け
る
冥
婚
譚
の
新
し
い
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
顧
総
」
は
、
う
だ
つ
の
上
が
ら
な
い
男
が
自
分
の
前
世
が
劉
楨
で
あ
っ
た
こ
と

を
王
粲
の
鬼
に
教
え
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
、
道
教
的
な
謫
仙
の
観
念
と
、
仏
教

的
な
転
生
の
観
念
が
融
合
し
た
冥
界
観
が
注
目
さ
れ
る
。
伝
説
の
美
女
と
の
契
り
を

描
く
タ
イ
プ
の
冥
婚
譚
と
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
が
、
鬼
の
世
界
が
神
仙
世
界
の
一

種
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
任
胄
」「
董
寿
之
」
は
ど
ち
ら
も
誅
殺
さ
れ
た
男
が
家
族
の
も
と
に
現
れ
る
話
で

あ
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
樊
孝
謙
」
は
、
方
相
氏
が
対
象
者
を
直
接
召
喚
に
来
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

「
李
文
府
」
は
、
優
秀
な
人
間
が
寿
命
が
尽
き
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
冥
官
に
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の
家
を
訪
れ
、
驚
い
た
樊
孝
謙
は
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

李
文
府　

隋
の
文
帝
の
開
皇
の
初
め
、
李
文
府
の
宅
で
、
目
に
見
え
な
い
も
の
が
水

を
啜
っ
た
り
、
文
府
の
膝
を
ひ
っ
か
い
た
り
す
る
怪
が
有
り
、
刀
で
あ
た
り
を
払
う

と
い
な
く
な
っ
た
。
後
、
開
皇
八
年
に
既
に
死
ん
だ
孔
瓉
が
李
文
府
を
訪
問
し
、
泰

山
府
君
の
役
人
に
推
挙
し
た
旨
を
語
っ
た
が
、
文
府
が
免
れ
ん
こ
と
を
乞
う
と
、
方

便
を
効
か
せ
る
か
ら
人
に
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
言
っ
た
。
開
皇
十
年
に
な
っ
て
、
李
文
府

は
こ
の
事
を
自
ら
話
し
た
後
、
す
ぐ
に
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
て
死
ん
だ
。

史
万
歳　

史
万
歳
は
、
住
ん
だ
人
を
取
り
殺
す
と
い
う
長
安
の
屋
敷
を
、
そ
の
話
を

信
じ
ず
に
自
宅
と
し
た
。
す
る
と
、
夜
に
樊
噲
の
幽
霊
が
現
れ
、
そ
の
墓
所
が
屋
敷

の
厠
の
近
く
に
あ
る
の
で
別
の
場
所
に
改
葬
す
る
よ
う
に
頼
み
、
万
歳
が
言
う
通
り

に
し
た
と
こ
ろ
、
樊
噲
は
冥
助
を
約
束
し
た
。
後
に
万
歳
は
隋
の
北
領
軍
大
将
軍
と

な
り
、
賊
と
の
戦
い
に
は
い
つ
も
鬼
兵
の
助
け
が
あ
り
、
戦
い
は
常
に
大
勝
し
た
。

房
玄
齢　

房
玄
齢
と
杜
如
晦
が
、
出
世
前
、
旅
の
宿
で
深
夜
に
食
事
を
し
た
時
に
、

燈
の
下
か
ら
黒
い
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
手
が
伸
び
て
き
て
肉
と
酒
を
求
め
る
よ
う
な
仕

草
を
す
る
の
で
、
ふ
る
ま
っ
て
や
る
と
、
そ
の
手
は
消
え
た
。
深
夜
に
な
っ
て
、
別

の
鬼
が
供
え
物
の
多
い
祭
り
に
燈
下
の
鬼
を
誘
い
に
来
た
が
、
燈
下
の
鬼
は
「
界
吏

と
し
て
二
相
の
下
に
遣
わ
さ
れ
て
、酒
や
肉
も
賜
っ
た
の
で
行
く
こ
と
は
出
来
な
い
」

と
答
え
た
。

魏
徴　

魏
徴
は
若
い
時
、
道
学
を
好
ん
だ
が
、
鬼
神
は
信
じ
な
か
っ
た
。
恒
山
で
風

雪
に
遭
い
、
誘
わ
れ
て
道
士
の
家
に
泊
ま
り
、
鬼
神
に
つ
い
て
議
論
し
た
が
、
道
士

の
説
を
論
破
で
き
ず
、
鬼
神
を
軽
ん
ず
る
こ
と
を
た
し
な
め
ら
れ
た
。
翌
日
、
恒
山

の
隠
士
へ
の
書
簡
を
託
さ
れ
た
魏
徴
が
顧
み
る
と
、
道
士
の
家
は
大
き
な
塚
で
あ
っ

た
。
書
簡
は
地
に
投
ず
る
と
鼠
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
魏
徴
は
鬼
神
を
信
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

唐
儉　

唐
儉
が
旅
の
途
中
で
泊
め
て
も
ら
っ
た
家
の
人
妻
は
、
明
日
帰
っ
て
く
る
夫

を
迎
え
る
準
備
で
忙
し
く
し
て
い
た
。唐
儉
は
こ
の
女
に
言
い
寄
っ
た
が
拒
ま
れ
た
。

翌
日
、唐
儉
は
女
の
夫
の
葬
儀
に
出
く
わ
し
た
。
実
は
女
は
五
年
前
に
死
ん
で
お
り
、

唐
儉
が
泊
ま
っ
た
の
は
女
の
墓
で
あ
っ
た
。
唐
儉
は
、
別
の
場
所
で
は
、
役
人
の
寵

愛
を
受
け
て
い
た
妾
が
、
死
ん
で
鬼
と
な
っ
た
後
、
他
の
男
の
鬼
と
私
通
し
て
い
た

こ
と
が
、
棺
を
開
け
て
発
覚
し
た
の
を
見
た
。
そ
し
て
、
男
と
は
浮
気
な
妾
に
は
溺

れ
、
誠
実
な
妻
に
は
冷
淡
な
も
の
だ
、
と
の
感
慨
を
得
た
。

冥
婚
譚
　

「
崔
子
武
」
は
、
冥
婚
が
夢
の
中
で
行
わ
れ
る
点
と
、
鬼
と
交
わ
る
こ
と
が
人
間

の
健
康
を
損
な
う
と
い
う
観
念
の
見
ら
れ
る
説
話
の
初
期
の
も
の
で
あ
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。

「
蕭
思
遇
」
は
、
前
巻
の
「
劉
導
」
と
同
じ
く
、
西
施
と
契
る
話
で
あ
る
。

「
唐
儉
」
は
、
鬼
と
な
っ
た
女
の
貞
節
と
不
貞
を
対
比
的
に
描
く
説
話
で
、
儒
教

的
文
脈
に
お
け
る
冥
婚
譚
の
新
し
い
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
顧
総
」
は
、
う
だ
つ
の
上
が
ら
な
い
男
が
自
分
の
前
世
が
劉
楨
で
あ
っ
た
こ
と

を
王
粲
の
鬼
に
教
え
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
、
道
教
的
な
謫
仙
の
観
念
と
、
仏
教

的
な
転
生
の
観
念
が
融
合
し
た
冥
界
観
が
注
目
さ
れ
る
。
伝
説
の
美
女
と
の
契
り
を

描
く
タ
イ
プ
の
冥
婚
譚
と
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
が
、
鬼
の
世
界
が
神
仙
世
界
の
一

種
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
任
胄
」「
董
寿
之
」
は
ど
ち
ら
も
誅
殺
さ
れ
た
男
が
家
族
の
も
と
に
現
れ
る
話
で

あ
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
樊
孝
謙
」
は
、
方
相
氏
が
対
象
者
を
直
接
召
喚
に
来
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

「
李
文
府
」
は
、
優
秀
な
人
間
が
寿
命
が
尽
き
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
冥
官
に

（19）

『太平広記』鬼部説話の構成 ─鬼十一～鬼十五─

任
命
さ
れ
る
、
と
い
う
、
後
に
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
話
型
の
初
期
の
も
の
で
あ
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
馬
道
猷
」
は
、
魂
が
蝦
蟇
に
形
が
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
な
ど
、
検
討

す
べ
き
点
の
多
い
説
話
で
あ
る
。

「
道
力
法
人
」
に
お
い
て
、
出
現
し
た
鬼
の
姿
は
「
状
如
崑
崙
、
両
目
尽
黄
、
裸

身
無
衣
」
と
崑
崙
奴
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
反
映
さ
せ
て
い
る
。
崑
崙
奴
の
存
在
が
中

国
で
一
般
化
す
る
の
は
唐
代
以
降
で
あ
る
が
、
本
話
の
典
拠
は
梁
代
の
『
述
異
記
』

で
あ
り
、
崑
崙
奴
の
形
象
を
小
説
に
活
用
し
た
早
い
例
と
言
え
よ
う
。

「
房
玄
齢
」「
魏
徴
」
は
、
太
宗
期
の
名
臣
の
代
表
格
で
あ
る
房
玄
齢
・
杜
如
晦
・

魏
徴
の
無
名
時
の
逸
話
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
物
へ
の
関
心
が
説
話
の
核
と
な
っ
て

い
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚  

「
邢
鸞
」「
史
万
歳
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
董
卓
、
樊
噲
と
い
う
史
上
有
名
な
人
物
の
鬼

が
登
場
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。　
　

「
蕭
摩
侯
」
は
、
鬼
が
羊
の
角
を
焼
く
臭
い
を
嫌
う
と
い
う
独
特
の
説
が
見
ら
れ

る
。

三
　
鬼
話
で
描
か
れ
る
唐
の
始
ま
り

 

―
巻
三
二
八
　
鬼
十
三
―
（
唐
太
宗
〜
睿
宗
期
）

巻
三
二
八　

鬼
十
三

慕
容
垂　

唐
の
太
宗
は
遼
に
遠
征
し
た
際
、
高
い
塚
に
立
つ
黄
衣
の
鬼
に
使
者
を
通

し
て
語
り
か
け
た
が
、
相
手
は
、
没
落
し
た
者
を
問
い
詰
め
な
い
で
欲
し
い
と
答
え

た
。
そ
こ
は
慕
容
垂
の
墓
所
で
あ
っ
た
。

李
勣
女　

大
樹
の
神
に
攫
わ
れ
て
死
ん
だ
李
勣
の
娘
は
、
神
か
ら
逃
れ
、
墓
守
の
少

年
に
匿
わ
れ
て
い
た
が
、
民
家
か
ら
黄
金
を
盗
ん
で
い
た
こ
と
が
発
覚
し
て
、
い
な

く
な
っ
た
。

解
襆
人　

舟
に
同
乗
し
た
二
人
の
冥
吏
の
風
呂
敷
包
み
の
中
の
書
類
を
見
た
男
は
、

二
人
の
下
僕
に
さ
れ
、
冥
吏
が
人
を
連
れ
去
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

漕
店
人　

長
安
の
西
の
漕
店
の
人
が
父
母
の
葬
式
を
豪
華
に
行
っ
た
為
に
、
先
に
死

ん
で
い
た
弟
は
冥
途
の
駅
馬
を
任
さ
れ
、
そ
の
苦
に
堪
え
ず
、
兄
に
交
代
す
る
こ
と

を
願
っ
た
。
兄
は
多
く
の
紙
銭
を
与
え
て
努
力
す
る
よ
う
に
言
っ
た
が
、数
ヶ
月
後
、

弟
に
冥
途
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。

張
琮　

永
徽
の
初
め
、
南
陽
令
張
琮
は
竹
の
根
に
左
目
を
貫
か
れ
た
屍
を
改
葬
し
て

や
っ
た
と
こ
ろ
、
後
に
暗
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
に
、
そ
の
鬼
が
救
っ
て
く
れ
た
。

劉
門
奴　

大
明
宮
の
宣
政
殿
が
落
成
し
た
際
、
そ
こ
に
出
現
し
た
数
十
騎
の
鬼
の
正

体
を
、
高
宗
が
術
士
劉
門
奴
に
尋
ね
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
漢
代
に
呉
楚
七
国
の
乱
を
起

こ
し
た
楚
王
戊
の
、
史
書
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
遺
児
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
地
は
自
分
の
旧
宅
で
あ
る
と
言
い
、
遺
体
の
改
葬
を
要
求
し
た
の
で
、
言
う
通
り

に
し
て
や
る
と
、
怪
は
絶
え
た
。

閻
庾　

張
仁
亶
と
弟
子
の
閻
庾
は
、
旅
の
宿
で
地
府
で
働
く
地
曹
の
鬼
に
酒
を
振
る

舞
い
、
薄
幸
の
閻
庾
の
運
命
を
好
転
さ
せ
る
に
は
王
老
の
娘
と
結
婚
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
地
曹
は
す
で
に
他
の
人
と
結
ば
れ
る
事
に
な
っ
て

い
た
娘
の
縁
を
解
い
て
く
れ
、
閻
庾
は
娘
と
結
婚
で
き
、
出
世
も
し
た
。

明
崇
𠑊　

鬼
を
見
た
り
使
役
し
た
り
出
来
る
明
崇
𠑊
は
、
名
家
の
人
が
父
と
母
を
合

葬
し
よ
う
と
し
て
い
る
背
後
か
ら
、
怒
る
貴
婦
人
の
鬼
に
み
す
ぼ
ら
し
い
男
の
鬼
が

喜
び
な
が
ら
つ
い
て
く
る
の
を
見
て
、
父
の
骨
と
他
人
の
骨
を
間
違
え
て
い
る
こ
と

を
、
そ
の
人
に
教
え
て
や
っ
た
。

王
懐
智　

死
後
に
太
山
録
事
と
な
っ
た
上
柱
国
の
王
懐
智
は
、
蘇
生
者
に
家
族
へ
の

手
紙
を
託
し
、
そ
の
手
紙
を
通
し
て
、
弟
が
ま
も
な
く
死
ぬ
こ
と
を
伝
え
、
寺
よ
り
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借
り
た
物
の
償
い
を
す
る
こ
と
と
弟
の
冥
福
の
た
め
に
写
経
し
仏
像
を
作
る
こ
と
を

勧
め
た
。

沙
門
英
禅
師　

鬼
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
英
禅
師
が
、
秦
の
荘
襄
王
の
鬼
を
饗
応
し

た
。
仏
法
伝
来
以
前
の
人
で
あ
る
荘
襄
王
は
、
死
後
に
功
徳
の
足
り
な
い
こ
と
を
責

め
ら
れ
、
常
に
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

陳
導　

商
人
の
陳
導
は
、
船
旅
で
同
船
し
た
男
に
酒
を
奢
っ
た
と
こ
ろ
、
男
は
、
自

分
は
冥
司
か
ら
火
災
を
も
た
ら
し
に
来
た
者
で
あ
る
が
、
金
銭
と
引
き
替
え
に
陳
導

の
家
は
災
い
を
免
れ
る
よ
う
に
す
る
と
約
束
し
た
。そ
の
後
、果
た
し
て
火
災
が
あ
っ

た
が
、
陳
導
の
家
は
無
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
陳
導
が
金
を
払
い
渋
る
と
、
自
宅

で
火
災
が
起
こ
り
、
陳
は
財
産
を
失
っ
た
。

王
志　

益
州
県
令
の
任
期
を
終
え
た
王
志
は
、
帰
郷
す
る
途
次
で
嫁
入
り
前
の
娘
を

失
い
、
寺
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
娘
の
鬼
が
そ
の
寺
に
い
た
学
生
と
通
じ
た
こ
と
を

知
り
、
以
後
、
そ
の
学
生
を
娘
の
夫
と
し
て
遇
し
た
。

巴
峡
人　

巴
峡
を
行
く
旅
人
が
、
夜
、
船
中
に
泊
ま
り
、
詩
を
朗
詠
す
る
声
を
聞
き
、

翌
朝
、
そ
の
場
所
に
行
っ
て
み
る
と
、
人
骨
が
あ
っ
た
。

陸
餘
慶　

沂
州
刺
史
陸
餘
慶
は
、
若
い
頃
、
冬
に
焚
き
火
を
囲
ん
で
座
っ
て
い
る
鬼

の
群
の
中
に
、
そ
う
と
は
知
ら
ず
に
入
っ
て
ゆ
き
暖
を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
火
は
冷

た
く
、
鬼
た
ち
が
み
な
面
衣
を
着
け
て
い
る
の
に
驚
い
て
逃
げ
た
。
鬼
に
遭
遇
し
て

無
事
で
あ
っ
た
の
は
、
富
貴
と
な
る
証
と
言
わ
れ
た
。

冥
婚
譚
　

「
李
勣
女
」
は
、
少
年
が
鬼
の
少
女
と
会
い
、
少
女
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
を
町

で
売
る
こ
と
に
よ
り
、
鬼
と
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
す
る
と
い
う
冥
婚
譚
の
定

型
に
本
話
も
則
っ
て
い
る
が
、
墓
守
を
任
さ
れ
て
い
た
召
使
い
の
少
年
と
李
勣
の
娘

の
間
に
は
婚
姻
関
係
は
な
い
の
で
厳
密
に
は
冥
婚
譚
で
は
な
い
。『
太
平
広
記
』
に
お

い
て
本
話
が
太
宗
の
説
話
で
あ
る
「
慕
容
垂
」
に
続
き
唐
代
鬼
話
の
第
二
話
目
に
置

か
れ
て
い
る
の
は
、
李
勣
は
唐
初
期
の
名
将
で
あ
り
、
前
巻
に
登
場
し
た
房
玄
齢
・

杜
如
晦
・
魏
徴
と
並
ぶ
太
宗
の
臣
下
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
内
容
が
李
勣
に
と
っ
て
名
誉
な
も
の
で
な
い
の
は
、
高
宗
に
よ
る
則
天
武
后
の

立
后
を
間
接
的
に
支
持
し
た
と
し
て
、
李
勣
が
後
世
に
批
判
さ
れ
た
こ
と
と
関
わ
り

が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
王
志
」
は
、
出
典
で
あ
る
『
法
苑
珠
林
』
で
は
十
悪
篇
邪
淫
部
に
唐
代
の
冥
婚

譚
の
代
表
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
話
末
注
記
に
「
見
西
明
寺
僧
法
雲
本

鄉
梓
州
具
説
如
是
」
と
あ
り
、『
法
苑
珠
林
』
の
独
自
記
事
で
あ
る
事
が
分
か
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
王
懐
智
」
は
、
変
鬼
帰
還
譚
に
分
類
し
た
が
、
王
懐
智
自
身
が
帰
還
し
た
の
で

は
な
く
、
蘇
生
者
に
手
紙
を
託
す
と
い
う
形
で
、
家
族
に
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。『
法

苑
珠
林
』
興
福
篇
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、『
法
苑
珠
林
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
話
の

出
典
は
『
冥
報
拾
遺
』
で
あ
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
解
襆
人
」
は
、
人
が
冥
界
に
連
れ
て
行
か
れ
る
過
程
を
、
通
常
と
は
逆
に
冥
官

の
側
か
ら
描
い
た
、
従
来
と
は
視
点
の
異
な
る
説
話
で
あ
る
。

「
漕
店
人
」
は
、
葬
儀
を
豪
華
に
執
り
行
っ
た
為
に
、
死
後
に
富
裕
な
一
族
と
見

ら
れ
て
、
負
担
の
大
き
な
職
務
を
与
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
過

度
に
贅
沢
な
葬
儀
を
戒
め
る
説
話
で
あ
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

本
巻
は
唐
代
鬼
話
の
第
一
巻
目
に
な
る
。
そ
の
巻
の
冒
頭
に
太
宗
の
栄
光
と
王
朝

の
没
落
を
主
題
と
す
る
「
慕
容
垂
」
を
置
い
た
の
は
、
唐
朝
の
起
源
と
滅
亡
の
運
命

を
鬼
話
の
角
度
か
ら
暗
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

  

「
張
琮
」
は
竹
の
根
に
左
目
を
貫
か
れ
た
屍
を
改
葬
し
て
や
る
話
で
あ
る
が
、
野
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借
り
た
物
の
償
い
を
す
る
こ
と
と
弟
の
冥
福
の
た
め
に
写
経
し
仏
像
を
作
る
こ
と
を

勧
め
た
。

沙
門
英
禅
師　

鬼
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
英
禅
師
が
、
秦
の
荘
襄
王
の
鬼
を
饗
応
し

た
。
仏
法
伝
来
以
前
の
人
で
あ
る
荘
襄
王
は
、
死
後
に
功
徳
の
足
り
な
い
こ
と
を
責

め
ら
れ
、
常
に
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

陳
導　

商
人
の
陳
導
は
、
船
旅
で
同
船
し
た
男
に
酒
を
奢
っ
た
と
こ
ろ
、
男
は
、
自

分
は
冥
司
か
ら
火
災
を
も
た
ら
し
に
来
た
者
で
あ
る
が
、
金
銭
と
引
き
替
え
に
陳
導

の
家
は
災
い
を
免
れ
る
よ
う
に
す
る
と
約
束
し
た
。そ
の
後
、果
た
し
て
火
災
が
あ
っ

た
が
、
陳
導
の
家
は
無
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
陳
導
が
金
を
払
い
渋
る
と
、
自
宅

で
火
災
が
起
こ
り
、
陳
は
財
産
を
失
っ
た
。

王
志　

益
州
県
令
の
任
期
を
終
え
た
王
志
は
、
帰
郷
す
る
途
次
で
嫁
入
り
前
の
娘
を

失
い
、
寺
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
娘
の
鬼
が
そ
の
寺
に
い
た
学
生
と
通
じ
た
こ
と
を

知
り
、
以
後
、
そ
の
学
生
を
娘
の
夫
と
し
て
遇
し
た
。

巴
峡
人　

巴
峡
を
行
く
旅
人
が
、
夜
、
船
中
に
泊
ま
り
、
詩
を
朗
詠
す
る
声
を
聞
き
、

翌
朝
、
そ
の
場
所
に
行
っ
て
み
る
と
、
人
骨
が
あ
っ
た
。

陸
餘
慶　

沂
州
刺
史
陸
餘
慶
は
、
若
い
頃
、
冬
に
焚
き
火
を
囲
ん
で
座
っ
て
い
る
鬼

の
群
の
中
に
、
そ
う
と
は
知
ら
ず
に
入
っ
て
ゆ
き
暖
を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
火
は
冷

た
く
、
鬼
た
ち
が
み
な
面
衣
を
着
け
て
い
る
の
に
驚
い
て
逃
げ
た
。
鬼
に
遭
遇
し
て

無
事
で
あ
っ
た
の
は
、
富
貴
と
な
る
証
と
言
わ
れ
た
。

冥
婚
譚
　

「
李
勣
女
」
は
、
少
年
が
鬼
の
少
女
と
会
い
、
少
女
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
を
町

で
売
る
こ
と
に
よ
り
、
鬼
と
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
す
る
と
い
う
冥
婚
譚
の
定

型
に
本
話
も
則
っ
て
い
る
が
、
墓
守
を
任
さ
れ
て
い
た
召
使
い
の
少
年
と
李
勣
の
娘

の
間
に
は
婚
姻
関
係
は
な
い
の
で
厳
密
に
は
冥
婚
譚
で
は
な
い
。『
太
平
広
記
』
に
お

い
て
本
話
が
太
宗
の
説
話
で
あ
る
「
慕
容
垂
」
に
続
き
唐
代
鬼
話
の
第
二
話
目
に
置

か
れ
て
い
る
の
は
、
李
勣
は
唐
初
期
の
名
将
で
あ
り
、
前
巻
に
登
場
し
た
房
玄
齢
・

杜
如
晦
・
魏
徴
と
並
ぶ
太
宗
の
臣
下
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
内
容
が
李
勣
に
と
っ
て
名
誉
な
も
の
で
な
い
の
は
、
高
宗
に
よ
る
則
天
武
后
の

立
后
を
間
接
的
に
支
持
し
た
と
し
て
、
李
勣
が
後
世
に
批
判
さ
れ
た
こ
と
と
関
わ
り

が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
王
志
」
は
、
出
典
で
あ
る
『
法
苑
珠
林
』
で
は
十
悪
篇
邪
淫
部
に
唐
代
の
冥
婚

譚
の
代
表
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
話
末
注
記
に
「
見
西
明
寺
僧
法
雲
本

鄉
梓
州
具
説
如
是
」
と
あ
り
、『
法
苑
珠
林
』
の
独
自
記
事
で
あ
る
事
が
分
か
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
王
懐
智
」
は
、
変
鬼
帰
還
譚
に
分
類
し
た
が
、
王
懐
智
自
身
が
帰
還
し
た
の
で

は
な
く
、
蘇
生
者
に
手
紙
を
託
す
と
い
う
形
で
、
家
族
に
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。『
法

苑
珠
林
』
興
福
篇
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、『
法
苑
珠
林
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
話
の

出
典
は
『
冥
報
拾
遺
』
で
あ
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
解
襆
人
」
は
、
人
が
冥
界
に
連
れ
て
行
か
れ
る
過
程
を
、
通
常
と
は
逆
に
冥
官

の
側
か
ら
描
い
た
、
従
来
と
は
視
点
の
異
な
る
説
話
で
あ
る
。

「
漕
店
人
」
は
、
葬
儀
を
豪
華
に
執
り
行
っ
た
為
に
、
死
後
に
富
裕
な
一
族
と
見

ら
れ
て
、
負
担
の
大
き
な
職
務
を
与
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
過

度
に
贅
沢
な
葬
儀
を
戒
め
る
説
話
で
あ
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

本
巻
は
唐
代
鬼
話
の
第
一
巻
目
に
な
る
。
そ
の
巻
の
冒
頭
に
太
宗
の
栄
光
と
王
朝

の
没
落
を
主
題
と
す
る
「
慕
容
垂
」
を
置
い
た
の
は
、
唐
朝
の
起
源
と
滅
亡
の
運
命

を
鬼
話
の
角
度
か
ら
暗
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

  

「
張
琮
」
は
竹
の
根
に
左
目
を
貫
か
れ
た
屍
を
改
葬
し
て
や
る
話
で
あ
る
が
、
野
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『太平広記』鬼部説話の構成 ─鬼十一～鬼十五─

ざ
ら
し
の
髑
髏
が
目
を
植
物
に
貫
か
れ
て
お
り
、苦
を
訴
え
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、

日
本
で
も
小
野
小
町
の
髑
髏
の
目
に
薄
が
生
え
、
霊
が
「
秋
風
の
吹
く
た
び
ご
と
に

あ
な
め
あ
な
め
。
小
野
と
は
言
は
じ
薄
お
ひ
け
り
。」
と
詠
じ
た
と
い
う
伝
説
に
継

承
さ
れ
て
い
る
。「
巴
峡
人
」
も
野
ざ
ら
し
の
遺
骨
の
話
で
あ
る
。

「
閻
庾
」
と
「
陳
導
」
は
、
酒
を
奢
っ
た
相
手
が
冥
吏
の
鬼
で
、
お
礼
に
自
ら
の

悪
運
を
回
避
す
る
方
法
を
教
え
て
も
ら
う
、
と
い
う
共
通
の
モ
チ
ー
フ
の
説
話
で
あ

る
。「

明
崇
𠑊
」は
、見
鬼
人
を
通
し
て
、祖
霊
の
世
界
を
描
写
す
る
点
に
特
色
が
あ
り
、

同
じ
く
見
鬼
人
の
説
話
で
あ
る
「
沙
門
英
禅
師
」
は
施
餓
鬼
の
思
想
が
注
目
さ
れ
る
。

「
陸
餘
慶
」
は
、
鬼
の
群
れ
の
中
に
人
が
入
っ
て
ゆ
く
と
い
う
点
で
、
日
本
の
昔

話
「
瘤
取
り
」
等
と
共
通
す
る
話
型
と
な
っ
て
い
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚  

「
劉
門
奴
」
は
、
大
明
宮
の
宣
政
殿
の
場
所
が
、
漢
代
に
呉
楚
七
国
の
乱
を
起
こ

し
た
楚
王
戊
の
遺
児
の
邸
宅
で
あ
っ
た
、
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
前
巻
「
邢
鸞
」「
史

万
歳
」
の
董
卓
、
樊
噲
同
様
、
漢
代
史
に
関
わ
る
人
物
の
鬼
が
登
場
す
る
。
帝
都
と

し
て
輝
か
し
く
発
展
し
て
ゆ
く
長
安
に
、
そ
の
反
動
と
し
て
漢
代
の
古
い
鬼
が
現
れ

る
と
い
う
構
図
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

 　
四
　
冥
事
を
占
う
―
巻
三
二
九
　
鬼
十
四
―
（
周
武
則
天
〜
唐
玄
宗
期
）

巻
三
二
九　

鬼
十
四

夏
文
榮　

夏
文
榮
は
、
冥
事
を
判
ず
る
こ
と
が
で
き
、
人
の
栄
達
を
予
見
し
た
り
、

免
罪
の
た
め
の
祈
祷
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

張
希
聖　

見
鬼
人
の
馮
徽
は
、
張
希
聖
に
自
宅
の
厩
に
伏
屍
が
い
る
こ
と
を
伝
え
た

が
、
張
は
信
じ
ず
、
鬼
に
弓
で
射
ら
れ
て
死
ん
だ
。

鄭
従
簡　

左
司
員
外
郎
の
鄭
従
簡
は
、い
つ
も
執
務
室
で
落
ち
着
く
こ
と
が
出
来
ず
、

巫
者
に
調
べ
さ
せ
る
と
、
執
務
室
の
地
下
に
伏
屍
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、

掘
り
出
し
て
改
葬
し
た
。

房
穎
叔　

宮
廷
料
理
人
の
王
老
は
、
天
官
侍
郎
拝
命
の
為
に
上
京
予
定
の
房
穎
叔
が

来
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
、
夜
半
に
神
明
に
告
げ
ら
れ
た
。
果
た
し
て
房
穎
叔
は
病

で
急
死
し
た
。

劉
諷　

竟
陵
の
掾
劉
諷
は
、
夷
陵
の
無
人
の
館
に
泊
ま
っ
た
際
、
夜
間
に
冥
官
の
妻

ら
数
名
の
女
が
宴
を
催
す
の
を
見
た
。

相
州
刺
史　

相
州
刺
史
朱
希
玉
宅
を
訪
れ
た
見
知
ら
ぬ
貴
人
が
勝
手
に
中
院
に
入
っ

て
い
っ
た
の
で
、
朱
希
玉
が
中
院
を
開
い
て
見
る
と
、
豪
華
な
宴
席
が
整
え
ら
れ
て

い
た
。
驚
い
て
酒
を
撒
い
て
祈
り
、
翌
日
、
改
め
て
見
る
と
、
元
に
戻
っ
て
い
た
。

朱
希
玉
は
、
そ
の
二
年
後
に
死
ん
だ
。

王
湛　

冥
事
を
判
ず
る
こ
と
が
で
き
る
王
湛
は
、
な
か
な
か
昇
進
で
き
な
い
叔
玄
武

の
た
め
に
、
そ
の
原
因
を
調
べ
て
や
り
、
叔
玄
武
に
隠
さ
れ
た
殺
人
の
罪
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
と
、
本
人
も
そ
れ
を
認
め
た
。

狄
仁
傑　

狄
仁
傑
は
寧
州
刺
史
に
な
っ
た
際
、
次
々
に
刺
史
が
死
ぬ
官
邸
の
鬼
を
叱

責
し
、
鬼
の
遺
体
が
庭
の
木
の
根
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
改
葬
し
て
や
っ

た
と
こ
ろ
、
怪
が
絶
え
た
。

李
暠　

開
元
の
初
め
、
太
常
卿
姜
皎
の
囲
っ
た
女
は
観
相
を
善
く
す
る
と
称
し
て
、

諸
公
卿
の
将
来
を
言
い
当
て
、ま
た
姜
皎
と
の
情
事
を
公
卿
ら
に
覗
か
せ
て
い
た
が
、

李
暠
が
来
る
と
、
そ
の
貞
正
を
懼
れ
て
、
む
せ
び
泣
き
な
が
ら
白
骨
と
化
し
た
。

張
守
珪　
幽
州
節
度
使
の
張
守
珪
は
、
若
い
時
に
河
西
の
主
将
と
し
て
玉
門
関
を

守
っ
て
い
た
。
都
か
ら
本
国
に
帰
る
西
域
の
胡
僧
の
荷
駄
を
襲
っ
た
が
、
僧
は
守
珪

が
将
来
節
度
使
に
な
る
運
命
で
あ
る
こ
と
を
語
り
、
諫
め
て
修
福
を
勧
め
た
。
後
に

守
珪
は
賊
に
襲
わ
れ
た
際
、
漢
の
名
将
李
広
の
鬼
に
助
け
ら
れ
た
。
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楊
瑒　

洛
陽
令
楊
瑒
は
、
易
者
に
余
命
二
日
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
、
そ
の
易
者
の
指

示
に
従
っ
て
迎
え
の
鬼
を
饗
応
し
、
命
乞
い
を
し
た
結
果
、
名
前
の
よ
く
似
た
楊
錫

が
身
代
わ
り
と
な
っ
た
。

冥
婚
譚  

「
李
暠
」
は
、
冥
婚
が
本
質
的
に
は
規
範
か
ら
離
れ
た
邪
淫
で
あ
る
こ
と
を
主
題

と
し
て
お
り
、
貞
正
の
君
子
の
前
で
は
鬼
の
正
体
が
露
見
す
る
。
鬼
の
運
命
予
知
能

力
も
作
中
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
楊
瑒
」
は
、
前
巻
「
解
襆
人
」
同
様
、
冥
界
の
吏
で
あ
る
鬼
が
人
を
冥
途
に
召

喚
す
る
過
程
を
、
鬼
の
側
か
ら
詳
細
に
描
写
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
劉
諷
」
は
、
冥
府
の
王
や
高
官
の
妻
ら
が
宴
を
開
き
、
夫
の
出
世
等
に
つ
い
て

語
ら
う
。
鬼
吏
の
世
界
を
、
鬼
の
側
か
ら
描
い
た
説
話
で
あ
る
。

「
相
州
刺
史
」は
、説
話
の
は
じ
め
に
「
宅
西
院
恒
閉
之
」と
あ
る
の
で
、鬼
が
入
っ

た
の
は
恐
ら
く
は
こ
の
西
院
で
、
テ
キ
ス
ト
に
中
院
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。 

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
張
希
聖
」「
鄭
従
簡
」「
狄
仁
傑
」
は
、
地
下
に
埋
も
れ
て
い
る
知
ら
れ
ざ
る
遺

体
「
伏
屍
」
に
つ
い
て
の
説
話
で
あ
る
。「
狄
仁
傑
」
に
見
ら
れ
る
、
遺
体
が
植
物
に

貫
か
れ
て
苦
を
訴
え
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
、
前
巻
「
張
琮
」
と
同
工
で
あ
る
。

冥
事
占
判
譚

「
夏
文
榮
」「 

王
湛
」
は
、
直
接
に
は
鬼
が
登
場
し
な
い
説
話
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
説
話
が
鬼
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
鬼
が
人
の
運
命
（
冥
事
）
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
鬼
話
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

話
は
、
人
の
身
で
あ
り
な
が
ら
鬼
と
同
じ
よ
う
に
冥
事
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

人
間
の
説
話
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
鬼
に
属
す
る
人
の
運
命
に
関
す

る
情
報
を
知
っ
た
り
、運
命
を
操
作
す
る
と
い
う
話
型
を
、「
冥
事
占
判
譚
」
と
し
て
、

新
た
に
立
項
す
る
。

「
張
守
珪
」
も
冥
判
を
行
う
の
は
胡
僧
で
あ
り
、
修
福
に
よ
り
李
広
の
冥
助
を
得

た
の
で
あ
る
。

  　
五
　
鬼
に
よ
る
告
発
・
警
告
・
断
罪
―
巻
三
三
〇
　鬼
十
五
―（
唐
玄
宗
期
）

巻
第
三
三
〇　

鬼
十
五

張
果
女　

開
元
中
、
易
州
刺
史
張
果
の
病
死
し
た
娘
は
、
後
任
の
刺
史
劉
乙
の
息
子

に
通
じ
て
蘇
生
し
、
そ
の
ま
ま
息
子
に
匿
わ
れ
て
い
た
が
、
劉
乙
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
正
式
に
夫
婦
と
な
っ
た
。

華
妃　

玄
宗
の
寵
を
得
て
い
た
華
妃
の
塚
が
盗
掘
に
遇
い
、
遺
体
が
ひ
ど
く
辱
め
ら

れ
た
。
華
妃
の
鬼
が
息
子
の
慶
王
琮
に
夢
で
賊
の
通
る
場
所
を
知
ら
せ
、
捕
縛
さ
れ

処
刑
さ
れ
た
賊
は
貴
戚
の
不
良
子
弟
た
ち
で
あ
っ
た
。

郭
知
運　

巡
察
中
に
駅
で
急
死
し
た
涼
州
節
度
使
郭
知
運
は
、
そ
の
魂
が
庁
舎
に
帰

り
、
四
十
日
間
、
公
私
の
こ
と
を
処
置
し
た
後
、
自
ら
の
葬
儀
に
立
ち
会
い
、
棺
に

身
を
投
じ
て
い
な
く
な
っ
た
。

王
光
本　

王
光
本
が
急
死
し
た
妻
を
悼
ん
で
哭
し
続
け
る
と
、
妻
の
鬼
が
現
れ
、
生

者
の
過
度
の
嘆
き
は
鬼
の
安
ら
ぎ
を
妨
げ
る
の
で
止
め
る
よ
う
に
言
っ
て
消
え
た
。

妻
の
鬼
は
光
本
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
。

幽
州
衙
将　

後
妻
に
虐
待
さ
れ
て
い
た
幽
州
衙
将
の
張
の
五
子
が
母
の
墓
前
に
哭
す

と
、母
の
鬼
が
現
れ
、張
に
悲
憤
の
詩
を
送
り
、張
の
訴
え
で
後
妻
は
流
罪
と
な
っ
た
。

韋
氏
女 　
竹
間
の
亭
で
逢
い
引
き
相
手
の
隣
家
の
息
子
を
待
っ
て
い
た
韋
氏
の
娘

は
、
七
尺
の
怪
人
に
襲
わ
れ
、
叫
び
声
を
聞
い
た
家
人
が
駆
け
つ
け
た
時
に
は
白
骨
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楊
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洛
陽
令
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瑒
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、
易
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に
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で
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と
告
げ
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れ
、
そ
の
易
者
の
指

示
に
従
っ
て
迎
え
の
鬼
を
饗
応
し
、
命
乞
い
を
し
た
結
果
、
名
前
の
よ
く
似
た
楊
錫

が
身
代
わ
り
と
な
っ
た
。

冥
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譚  

「
李
暠
」
は
、
冥
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が
本
質
的
に
は
規
範
か
ら
離
れ
た
邪
淫
で
あ
る
こ
と
を
主
題

と
し
て
お
り
、
貞
正
の
君
子
の
前
で
は
鬼
の
正
体
が
露
見
す
る
。
鬼
の
運
命
予
知
能

力
も
作
中
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
楊
瑒
」
は
、
前
巻
「
解
襆
人
」
同
様
、
冥
界
の
吏
で
あ
る
鬼
が
人
を
冥
途
に
召

喚
す
る
過
程
を
、
鬼
の
側
か
ら
詳
細
に
描
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す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

鬼
神
遭
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譚

「
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諷
」
は
、
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の
王
や
高
官
の
妻
ら
が
宴
を
開
き
、
夫
の
出
世
等
に
つ
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て
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ら
う
。
鬼
吏
の
世
界
を
、
鬼
の
側
か
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描
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た
説
話
で
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る
。

「
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刺
史
」は
、説
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の
は
じ
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に
「
宅
西
院
恒
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之
」と
あ
る
の
で
、鬼
が
入
っ

た
の
は
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の
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院
で
、
テ
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に
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院
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
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凶
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鬧
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「
張
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鄭
従
簡
」「
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仁
傑
」
は
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地
下
に
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れ
て
い
る
知
ら
れ
ざ
る
遺
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「
伏
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」
に
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の
説
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で
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。「
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傑
」
に
見
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る
、
遺
体
が
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に
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て
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を
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る
と
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プ
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ト
は
、
前
巻
「
張
琮
」
と
同
工
で
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る
。
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判
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「
夏
文
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」「 

王
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は
、
直
接
に
は
鬼
が
登
場
し
な
い
説
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で
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そ
の
よ
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な
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が
鬼
部
に
収
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る
の
は
、
鬼
が
人
の
運
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（
冥
事
）
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
鬼
話
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

話
は
、
人
の
身
で
あ
り
な
が
ら
鬼
と
同
じ
よ
う
に
冥
事
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
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の
説
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あ
る
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で
あ
る
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こ
の
よ
う
な
、
鬼
に
属
す
る
人
の
運
命
に
関
す

る
情
報
を
知
っ
た
り
、運
命
を
操
作
す
る
と
い
う
話
型
を
、「
冥
事
占
判
譚
」
と
し
て
、

新
た
に
立
項
す
る
。

「
張
守
珪
」
も
冥
判
を
行
う
の
は
胡
僧
で
あ
り
、
修
福
に
よ
り
李
広
の
冥
助
を
得

た
の
で
あ
る
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五
　
鬼
に
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告
発
・
警
告
・
断
罪
―
巻
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三
〇
　鬼
十
五
―（
唐
玄
宗
期
）
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第
三
三
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鬼
十
五
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果
女　

開
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中
、
易
州
刺
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張
果
の
病
死
し
た
娘
は
、
後
任
の
刺
史
劉
乙
の
息
子

に
通
じ
て
蘇
生
し
、
そ
の
ま
ま
息
子
に
匿
わ
れ
て
い
た
が
、
劉
乙
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
正
式
に
夫
婦
と
な
っ
た
。

華
妃　

玄
宗
の
寵
を
得
て
い
た
華
妃
の
塚
が
盗
掘
に
遇
い
、
遺
体
が
ひ
ど
く
辱
め
ら

れ
た
。
華
妃
の
鬼
が
息
子
の
慶
王
琮
に
夢
で
賊
の
通
る
場
所
を
知
ら
せ
、
捕
縛
さ
れ

処
刑
さ
れ
た
賊
は
貴
戚
の
不
良
子
弟
た
ち
で
あ
っ
た
。

郭
知
運　

巡
察
中
に
駅
で
急
死
し
た
涼
州
節
度
使
郭
知
運
は
、
そ
の
魂
が
庁
舎
に
帰

り
、
四
十
日
間
、
公
私
の
こ
と
を
処
置
し
た
後
、
自
ら
の
葬
儀
に
立
ち
会
い
、
棺
に

身
を
投
じ
て
い
な
く
な
っ
た
。

王
光
本　

王
光
本
が
急
死
し
た
妻
を
悼
ん
で
哭
し
続
け
る
と
、
妻
の
鬼
が
現
れ
、
生

者
の
過
度
の
嘆
き
は
鬼
の
安
ら
ぎ
を
妨
げ
る
の
で
止
め
る
よ
う
に
言
っ
て
消
え
た
。

妻
の
鬼
は
光
本
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
。

幽
州
衙
将　

後
妻
に
虐
待
さ
れ
て
い
た
幽
州
衙
将
の
張
の
五
子
が
母
の
墓
前
に
哭
す

と
、母
の
鬼
が
現
れ
、張
に
悲
憤
の
詩
を
送
り
、張
の
訴
え
で
後
妻
は
流
罪
と
な
っ
た
。

韋
氏
女 　

竹
間
の
亭
で
逢
い
引
き
相
手
の
隣
家
の
息
子
を
待
っ
て
い
た
韋
氏
の
娘

は
、
七
尺
の
怪
人
に
襲
わ
れ
、
叫
び
声
を
聞
い
た
家
人
が
駆
け
つ
け
た
時
に
は
白
骨
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と
地
に
流
れ
滴
る
血
を
見
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
娘
の
兄
は
、
賄
を
得
て
逢
い
引
き

の
手
引
き
を
し
た
婢
を
殺
し
、
竹
を
剪
っ
た
。

崔
尚　
無
鬼
論
の
著
作
の
あ
る
崔
尚
を
訪
問
し
た
道
士
が
、
自
分
が
鬼
で
あ
る
こ
と

を
明
か
し
、
著
作
の
詞
理
を
褒
め
つ
つ
も
、
鬼
神
に
殺
さ
れ
ぬ
た
め
に
本
を
処
分
す

る
よ
う
警
告
し
、
崔
尚
は
正
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

河
湄
人　

黄
河
の
ほ
と
り
の
白
骨
に
食
を
投
じ
た
旅
人
に
、
鬼
が
空
中
か
ら
感
謝
の

詩
を
詠
ん
だ
。

中
官　

出
張
中
の
宦
官
が
宿
泊
所
で
寝
て
い
る
と
、部
屋
に
鬼
た
ち
が
入
っ
て
き
て
、

酒
を
飲
み
つ
つ
、
連
句
を
作
り
、
去
っ
て
行
っ
た
。

王
鑑　

常
に
鬼
神
を
侮
っ
て
い
た
王
鑑
が
、
荘
園
に
向
か
う
途
中
、
女
の
鬼
に
遭
遇

し
、
そ
の
こ
と
を
火
に
当
た
っ
て
い
る
人
々
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
人
々
も

無
頭
の
、
あ
る
い
は
面
衣
を
着
け
た
鬼
で
あ
っ
た
。
荘
園
に
着
く
と
、
荘
民
は
皆
死

ん
で
お
り
、出
迎
え
た
者
も
す
で
に
鬼
に
な
っ
て
い
た
。
王
鑑
は
一
年
後
に
死
ん
だ
。

李
令
問　

生
き
物
を
残
酷
に
殺
し
て
料
理
し
て
い
た
美
食
家
の
李
令
問
が
病
に
な
る

と
、
夜
に
数
百
名
の
武
装
し
た
鬼
が
火
車
を
随
え
て
李
令
問
の
家
に
入
り
、
李
令
問

を
火
車
に
投
げ
込
ん
で
去
っ
て
行
っ
た
。
翌
日
、
李
の
遺
体
が
、
堂
の
西
北
の
寝
台

の
下
で
見
つ
か
っ
た
。

僧
韜
光　

青
龍
寺
の
僧
和
衆
は
、
富
平
の
実
家
に
帰
っ
た
同
門
の
韜
光
に
会
い
に
行

き
、
韜
光
の
出
迎
え
を
受
け
た
が
、
実
は
韜
光
は
十
日
前
に
死
ん
で
お
り
、
出
迎
え

た
の
は
守
墓
人
を
自
称
す
る
鬼
が
化
け
て
い
た
偽
者
で
あ
っ
た
。

僧
儀
光　

青
龍
寺
の
僧
儀
光
は
、妻
を
亡
く
し
た
人
の
家
で
供
養
を
行
っ
て
い
た
が
、

方
違
え
で
一
家
が
儀
光
に
告
げ
ず
に
家
か
ら
退
去
し
て
い
た
晩
に
、
面
衣
を
着
け
た

女
性
が
粥
を
作
っ
て
儀
光
に
献
じ
た
。
そ
の
女
性
の
正
体
は
、
堂
内
に
置
か
れ
て
い

た
夫
人
の
遺
体
で
あ
っ
た
。

尼
員
智　

尼
の
員
智
は
、
終
南
山
で
の
夏
安
居
の
最
中
、
夜
に
八
尺
の
鬼
が
庵
の
前
で

哭
し
続
け
る
と
い
う
怪
異
に
遭
遇
し
た
が
、
懼
れ
ず
に
い
る
と
鬼
は
去
っ
て
行
っ
た
。

楊
元
英　

武
則
天
時
の
太
常
卿
楊
元
英
は
、
開
元
年
間
に
は
死
ん
で
か
ら
既
に
二
十

年
に
な
っ
て
い
た
が
、
長
安
の
職
人
の
元
を
自
分
の
剣
の
修
理
に
訪
れ
、
そ
こ
で
出

会
っ
た
自
分
の
息
子
達
に
金
三
百
千
を
与
え
て
、す
ぐ
に
使
い
切
る
よ
う
に
言
っ
た
。

三
日
後
、
そ
れ
ら
の
金
は
紙
銭
に
な
っ
て
い
た
。

冥
婚
譚  

「
張
果
女
」
は
、
鬼
か
ら
の
蘇
生
の
後
、
冥
婚
や
私
通
の
発
覚
を
懼
れ
る
若
者
の

様
子
が
初
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
情
を
知
っ
た
父
の
劉
乙
の
「
千
載
所

無
。
白
我
何
傷
乎
。」
と
い
う
言
葉
に
は
、
こ
の
件
が
非
常
に
珍
し
く
、
め
で
た
い

こ
と
で
あ
る
と
い
う
観
点
が
見
ら
れ
る
。
前
巻
の
「
李
暠
」
が
冥
婚
を
邪
淫
と
し
て

描
い
た
の
に
対
し
、本
話
で
は
冥
婚
は
天
賦
の
良
縁
と
見
做
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

変
鬼
帰
還
譚

本
巻
は
変
鬼
帰
還
譚
の
話
型
の
説
話
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

「
華
妃
」「
幽
州
衙
将
」
は
、
鬼
が
生
者
の
罪
を
告
発
す
る
。

「
王
光
本
」
は
、
生
者
が
死
者
の
こ
と
を
過
度
に
悼
む
こ
と
を
戒
め
る
教
訓
的
内

容
。「

郭
知
運
」
は
、
鬼
が
死
ぬ
前
に
公
私
の
仕
事
を
処
理
し
終
え
る
。  

「
僧
儀
光
」
は
、
留
守
の
家
人
に
代
わ
っ
て
、
鬼
が
自
分
の
供
養
を
し
て
い
る
僧

の
世
話
を
す
る
。

「
楊
元
英
」
は
、
父
の
鬼
が
子
ら
に
経
済
的
援
助
を
行
う
。

こ
れ
ら
の
変
鬼
帰
還
譚
の
共
通
点
は
、
鬼
に
よ
っ
て
現
世
に
お
け
る
問
題
が
解
決

す
る
、
あ
る
い
は
福
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
話
型
と
祖
霊
信
仰
の
関
わ

り
の
深
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
僧
韜
光
」
の
韜
光
に
化
け
て
い
た
鬼
は
、
墓
場
に
住
み
着
い
た
野
鬼
の
類
い
か
。
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本
話
は
、
変
鬼
帰
還
譚
の
派
生
話
型
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

冥
界
召
喚
譚

「
李
令
問
」
は
、
他
の
冥
界
召
喚
譚
の
よ
う
に
役
人
が
連
行
す
る
の
で
は
な
く
、

城
郭
を
攻
め
る
戦
の
よ
う
な
大
掛
な
襲
撃
で
、
李
令
問
の
魂
は
冥
途
に
連
れ
去
ら
れ

る
。
数
百
名
の
武
装
し
た
鬼
は
、
李
令
問
に
食
材
に
さ
れ
た
鳥
獣
の
鬼
と
考
え
ら
れ

る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
韋
氏
女
」
に
お
け
る
鬼
の
正
体
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
兄
の
行
動
か
ら
竹

の
妖
怪
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

「
崔
尚
」
は
、
無
鬼
論
者
の
前
に
鬼
が
現
れ
る
と
い
う
類
型
的
な
も
の
。

「
河
湄
人
」
は
野
鬼
の
詠
ん
だ
詩
が
、「
中
官
」
は
鬼
た
ち
の
作
っ
た
連
句
が
説
話

の
中
核
を
為
す
詩
話
で
あ
る
。

「
王
鑑
」
は
、
恐
怖
小
説
と
し
て
の
構
成
の
完
成
度
が
高
い
作
品
で
あ
る
。
火
に

あ
た
る
鬼
の
集
団
に
遭
遇
す
る
点
は
、
巻
三
二
八
「
陸
餘
慶
」
と
モ
チ
ー
フ
が
共
通

し
て
い
る
。

「
尼
員
智
」
は
、
性
根
が
据
わ
っ
て
い
る
人
間
に
は
鬼
は
勝
て
な
い
、
と
い
う
多

く
の
鬼
話
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
主
題
の
説
話
で
あ
る
。

ま
と
め

今
回
分
析
し
た
「
巻
三
二
六　

鬼
十
一
」
か
ら
「
巻
三
三
〇　

鬼
十
五
」
ま
で
の
鬼

話
は
、
南
北
朝
か
ら
初
唐
・
盛
唐
期
を
時
代
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
前
の
巻

の
説
話
と
比
較
す
る
と
、
様
々
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

一
つ
の
大
き
な
変
化
は
、
文
芸
性
の
向
上
で
あ
り
、
作
中
に
鬼
の
詠
ん
だ
詩
が
見

ら
れ
る
作
品
も
増
え
た
。
そ
し
て
、
鬼
と
人
と
交
わ
り
を
、
遊
女
と
客
の
一
夜
限
り

の
風
雅
な
遊
び
の
趣
で
描
く
遊
里
文
学
調
の
作
品
で
は
、
西
施
の
如
き
伝
説
の
美
女

が
担
ぎ
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
鬼
の
描
か
れ
方
の
世
俗
化
で
あ
る
。
鬼
同
士
の
私
通
を
描
く
「
唐

儉
」、
ノ
ル
マ
を
果
た
す
為
に
四
苦
八
苦
し
て
目
的
の
家
に
潜
入
す
る
鬼
吏
の
姿
を

描
く
「
楊
瑒
」
な
ど
の
鬼
に
は
、
現
世
の
人
間
と
変
わ
ら
ぬ
生
活
感
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
変
化
の
背
景
と
し
て
は
、「
冥
界
」
と
い
う
現
世
と
は
異
な
る
道
理
で
構

築
さ
れ
た
世
界
に
つ
い
て
は
、
死
者
が
冥
途
で
様
々
な
見
聞
を
し
た
後
、
蘇
生
す
る

と
い
う
、
南
北
朝
か
ら
初
唐
期
に
か
け
て
大
量
に
生
み
出
さ
れ
た
「
冥
界
訪
問
譚
」

が
描
い
て
お
り
、
鬼
話
は
、
異
界
性
の
強
調
よ
り
も
、
人
間
に
近
い
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

を
持
つ
鬼
の
内
面
の
表
現
の
深
化
に
注
力
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
世
の
問
題
に
異
界
の
力
が
介
入
す
る
と
い
う
話
も
増
え
て
き
た
。
そ
の

典
型
的
な
話
型
が
、鬼
の
予
知
能
力
で
、出
世
栄
達
を
中
心
と
す
る
人
の
運
命
を
知
っ

た
り
、
変
え
た
り
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
種
の
説
話
の
増
加
に
よ
り
、
本

稿
で
は
「
冥
事
占
判
譚
」
と
い
う
話
型
を
、
典
型
話
型
に
追
加
し
た
の
で
あ
る
。

※ 

本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題
「
鬼
文
化
・
冥
界
表
象
か
ら

の
日
中
比
較
説
話
文
学
史
の
構
築
」【
研
究
課
題
番
号
：26370432

】
の
研
究

成
果
の
一
部
で
す
。

注（
1
）『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
第
21
号
（
２
０
１
５
）

（
2
）
前
稿
に
お
い
て
は
「
変
鬼
帰
宅
譚
」
と
し
た
が
、
本
稿
で
は
「
変
鬼
帰
還
譚
」
と
改
め
る
。

（
3
）『
太
平
広
記
』
本
文
に
つ
い
て
は
、
汪
紹
楹
校
点
『
太
平
広
記
』（
中
華
書
局
　
一
九
六
一
）
に

拠
っ
た
。
ま
た
各
説
話
の
解
釈
に
お
い
て
、
木
村
秀
海
監
修
・
堤
保
仁
編
『
訳
注 

太
平
廣
記 

鬼
部

二
』（
や
ま
と
崑
崙
企
画
　
二
〇
〇
一
）
を
参
考
と
し
た
。 
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（25）

『太平広記』鬼部説話の構成 ─鬼十一～鬼十五─

The ghost stories of “Taiping Guangji” vol.11~vol.15

　MITTA, Akihiro

“Taiping  Guangji (Extensive Records of the Taiping Era)” is a collection of stories compiled under the 

editorship of Li Fang, first published in 978. The book is divided into 500 volumes and 40 volumes of 

them are ghost story parts. In this paper, I analyzed vol.11~vol.15 of the ghost story parts.The results of the 

analysis, I have cleared ideological features and story types of Tang dynasty early ghost stories.
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